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１

園
芸
施
設
共
済
の
集
団
加
入

に
よ
り
、
次
の
３
要
件
に
合

致
す
る
場
合
、
加
入
者
の
掛

金
率
を
５
％
割
引
し
ま
す
。

⑴
園
芸
施
設
共
済
へ
加
入
す
る
旨
の
取

り
決
め
等
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し

ま
す
。

⑵
集
団
の
共
済
の
加
入
割
合
が
一
斉
加

入
受
付
前
よ
り
増
加
す
る
と
と
も
に
、

加
入
割
合
が
８
割
を
超
え
た
場
合
に

な
り
ま
す
。

⑶
一
斉
加
入
受
付
に
よ
り
共
済
に
加
入

申
込
み
を
行
い
ま
す
。

1-

2

一
斉
加
入
受
付
に
よ
り
事
務

費
賦
課
金
を
割
引
し
ま
す
。

協
定
を
締
結
し
た
団
体
が
一
斉
加
入

受
付
に
よ
り
加
入
申
込
み
を
し
た
場
合
、

事
務
費
賦
課
金
を
割
引
し
ま
す
。

⑴
10
人
以
上
の
構
成
員
が
一
斉
加
入

割
引
率　

20
％

⑵
５
人
以
上
10
人
未
満
の
構
成
員
が 

一
斉
加
入

割
引
率　

10
％

　　　 協定締結団体の構成員→ 10 人　

一斉加入受付により加入申込みを行った場合

例

既加入者５人／未加入者５人（加入率：50％）

加入者… ／未加入者…

⑴３人が新たに加入した。
既 加 入 者…５人　
新規加入者…３人　 （未加入者２人）
※加入者は増加しましたが、加入率が８割を超えていないので
　掛金割引は適用になりません。
※一斉加入受付により８人が加入申込みを行ったので、事務費賦課金を
　10% 割引します。

⑵４人が新たに加入し、加入者は９人となった。
既 加 入 者…５人　
新規加入者…４人　 （未加入者１人）
※加入者が増加し、加入率が８割を超えたので掛金の５％を割引します。
※一斉加入受付により９人が加入申込みを行ったので、事務費賦課金を
　10% 割引します。

具体的には…

特 集

一斉加入が

オススメです!

　

令
和
元
年
６
月
１
日
以
降
よ
り
生
産
出
荷
団
体
等
、集
団
で
園
芸
施
設
共
済

に
ご
加
入
い
た
だ
く
と
掛
金
等
の
割
引
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済

集
団
加
入
で
掛
金・賦
課
金
が

割
引
に
な
り
ま
す

園
芸
施
設
共
済

集
団
加
入
で
掛
金・賦
課
金
が

割
引
に
な
り
ま
す

園
芸
施
設
共
済

集
団
加
入
で
掛
金・賦
課
金
が

割
引
に
な
り
ま
す
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2特定
の
園
芸
施
設
の

共
済
掛
金
を
割
引
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅱ
類
の
う
ち
、

骨
格
の
全
部
が
31
・
８
㎜
以
上
の
径
の

パ
イ
プ
に
よ
り
造
ら
れ
て
い
る
施
設

（
40
―
２
型
）
を
割
引
し
ま
す
。

割
引
率　

15
％

3古い
ハ
ウ
ス
を

除
外
で
き
ま
す
。

古
い
園
芸
施
設
の
補
償
を
必
要
と
し

な
い
場
合
に
つ
い
て
、耐
用
年
数
が
２
・

５
倍
を
超
え
た
園
芸
施
設
は
、
一
括
加

入
の
対
象
か
ら
除
外
で
き
ま
す
。

4小損
害
不
填
補
基
準
額
を

追
加
し
ま
し
た
。

３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
20
分
の

１
、
10
万
円
、
20
万
円
の
コ
ー
ス
の
ほ

か
に
「
50
万
円
」
及
び
「
１
０
０
万
円
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
50
万
円
」
及
び
「
１
０
０
万
円
」

を
選
択
す
る
場
合
は
、
特
定
園
芸
施
設

等
の
共
済
価
額
が
選
択
金
額
を
超
え
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

さらに
お得!

割引措置における農業者負担の割引例
【パイプハウス３棟300万円（１棟当たり100万円補償）で加入する場合】

詳しくは

お近くの

NOSAIまで!

１. 掛　　金

２. 事 務 費

３. 総負担額

割引内容 割引前　約 5.0 万円（ａ）

10万円／棟以下の小規模被害を補償から除外 △ 50％ △ 2.5 万円

20 万円／棟以下の小規模被害を補償から除外 △ 70％ △ 3.5 万円

一斉受付での園芸施設共済への集団加入   △５％ △ 0.2 万円

割引後　1.3 ～ 2.3 万円（Ａ）

割引内容 割引前　約 0.7 万円（ｂ）

組合と協定を締結した団体の
一斉加入受付での集団加入

10 名以上
△ 20％ △ 0.1 万円

割引後　約 0.6 万円（Ｂ）

割引前（ａ＋ｂ）　約5.7万円 割引後（Ａ＋Ｂ）　約 1.9 ～ 2.9 万円
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Q

Q

過
去
の
収
入
を
み

て
も
、
収
入
が
半
減

し
た
年
は
な
い
ん
だ

よ
ね
。
安
い
掛
金
で

加
入
で
き
な
い
の
か

な
…
？

収
入
保
険
に
は
加

入
し
た
い
け
ど
、
積

立
金
を
一
度
に
用
意

す
る
の
は
大
変
な
ん

だ
よ
ね
。
金
額
を
安

く
で
き
な
い
か
な
？

　

収
入
保
険
に

　

ご
加
入
で
き
る
方
は
…

ご
加
入
で
き
る
の
は
青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

で
す
。

加
入
を
迷
っ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
お
近

く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

い
。職
員
が
収
入
保
険
の
ご
説
明
や
、お

す
す
め
の
プ
ラ
ン
を
ご
提
示
し
ま
す
。

そ
の
際
に
青
色
申
告
決
算
書
等
の
農

産
物
の
販
売
収
入
が
分
か
る
書
類
が
あ

れ
ば
、詳
細
な
試
算
が
可
能
で
す
。（
お

お
よ
そ
の
金
額
で
も
試
算
で
き
ま
す
。）

　

ご
加
入
中
の
み
な
さ
ま
へ

令
和
２
年
か
ら
の
継
続
加
入
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
11
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
令
和
２
年
度
の
農
業
経
営

に
関
す
る
営
農
計
画
（
品
目
・
面
積
等
）

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
期
間
中
に
次
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
に
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
電
話
、
メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
事
故
が
発
生
し
た
と
き

◦
営
農
計
画
（
品
目
・
面
積
等
）
を

　

変
更
す
る
と
き

◦
確
定
申
告
が
終
わ
っ
た
と
き

保
険
金
受
け
取
り
の
発
動
基
準
（
基

準
収
入
の
９
割
）
は
変
え
ず
に
、
受
け

取
る
保
険
金
の
額
を
、
過
去
の
収
入
減

少
の
実
態
を
踏
ま
え
て
小
さ
く
す
る
こ

と
で
、
保
険
料
が
最
大
で
約
４
割
安
く

な
り
ま
す
！

※
詳
し
く
は

　

左
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
で
は
掛
捨
て
の
保
険
方
式

と
掛
捨
て
で
な
い
積
立
方
式
を
組
み
合

わ
せ
て
ご
加
入
で
き
ま
す
。
保
険
方
式

の
み
で
ご
加
入
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
し
、
補
償
金
額
に
応
じ
て
、
積
立

額
を
小
さ
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

A n s w e r

A n s w e r

特 集

　

令
和
２
年
を
保
険
期
間
と
す
る
加
入
申
請
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
あ
ら
ゆ
る
収
入
減
少
に
対
応
し
た
、
国
の
新
し
い

公
的
保
険
で
す
。
近
年
増
加
し
て
い
る
大
規
模
な
災
害
や
、
市
場

価
格
の
下
落
等
、
農
業
者
個
々
で
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
要
因

を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

　

ま
た
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
保
険
料
が

安
い
タ
イ
プ
の
追
加
な
ど
、
よ
り
ご
加
入
い
た
だ
き
や
す
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

〜
加
入
申
請
を
受
付
中
で
す
〜
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掛金の安いタイプで、収入保険の保険料等を試算してみました。

掛金の安いタイプができました!

例えば、基準収入1,000万円の場合

基準収入1,000万円の場合、１年で積み立てる額は
◦最大の補償金額（90万円）なら22.5万円
◦約半分の補償金額（50万円）なら12.5万円　など、小さくすることができます。

保険期間の農業収入が
900万円を下回った場合に
収入がゼロになるまでの
収入減少を補償するタイプ。
最大で810万円の補てん

保険期間の農業収入が
900万円を下回った場合に
最大で360万円の補てん

農業収入が基準収入の
900万円を下回った場合に
最大で270万円の補てん

農業収入が
900万円を下回った場合に
最大で180万円の補てん

保険料は
約１割安くなる

保険料は
約４割安くなる

保険料は
約２割安くなる

基本のタイプ

積立方式の積立金も小さくすることができます！

新タイプA

新タイプB

新タイプC

保険料
（掛捨て）

積立金
（掛捨てでない）

7.0 万円 22.5 万円

保険料
（掛捨て）

積立金
（掛捨てでない）

7.8 万円 22.5 万円

保険料
（掛捨て）

積立金
（掛捨てでない）

6.2 万円 22.5 万円

保険料
（掛捨て）

積立金
（掛捨てでない）

4.4 万円 22.5 万円

100％
90％

50%

保険方式で
補てん

補てん
対象外

自己責任部分
積立方式で補てん

収
入
減
少

100％
90％
80％

保険方式で
補てん

基本のタイプ

自己責任部分
積立方式で補てん

収
入
減
少

100％
90％
80％

60%

保険方式で
補てん

補てん
対象外

自己責任部分収
入
減
少

積立方式で補てん

100％
90％
80％
70%保険方式で補てん

補てん
対象外

自己責任部分収
入
減
少

積立方式で補てん
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こ
れ
ま
で
果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

場
価
格
の
下
落
も
補
償
し
て
も
ら
え
る
収
入
保
険
が
経

営
安
定
の
支
え
に
な
る
と
思
い
、
加
入
し
ま
し
た
。

■
経
営
安
定
に
必
要
な
制
度

制
度
が
導
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
収
入
保
険
の
こ
と

は
会
議
で
耳
に
し
て
お
り
、
経
営
安
定
の
た
め
に
必
要

な
制
度
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
加
入
す
る
に
は
青
色

申
告
が
前
提
で
す
が
、
我
が
家
で
は
10
年
以
上
前
か
ら

青
色
申
告
を
行
っ
て
き
ま
し
た
し
、
職
員
の
丁
寧
な
説

明
も
あ
り
、
信
頼
で
き
る
と
思
い
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

■
災
害
補
償
だ
け
で
は
賄
え
な
い
部
分
を
補
償

市
場
価
格
は
変
動
す
る
の
で
、
こ
の
補
償
方
式
が
最

も
経
営
安
定
に
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

後
継
者
や
年
間
雇
用
延
べ
６
０
０
日
の
雇
用
者
の
生

活
を
守
る
た
め
に
も
、
収
入
保
険
の
加
入
で
経
営
安
定

に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

■
手
続
き
が
面
倒
と
思
わ
れ
る
方
で
も
安
心

書
類
作
成
が
面
倒
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
は
青
色
申
告
書
を
用
意
し
、
職
員
が
書
類
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
の
で
簡
単
で
楽
で
し
た
。

加
入
を
検
討
し
て
お
ら
れ
る
方
に
も
、
ぜ
ひ
加
入
し

て
い
た
だ
き
た
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

水
稲
専
業
で
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
し
て
い
ま
す
が
、

年
齢
的
に
い
つ
ま
で
経
営
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

収
入
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
積
極
的
に
加
入
し

ま
し
た
。

■
安
心
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

安
心
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
上
で
、
経
済
的
安
定

は
最
も
大
切
で
す
。
農
業
は
収
穫
を
終
え
た
後
で
な
い

と
収
入
が
わ
か
ら
な
い
不
安
定
な
職
業
で
す
が
、
収
入

保
険
は
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
良
い
制
度
だ
と
思
い
ま

す
。
農
業
が
安
定
し
た
職
業
に
な
れ
ば
、後
継
者
不
足
の

解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
補
償
割
合
が
ア
ッ
プ

水
稲
の
共
済
に
限
れ
ば
、
現
存
の
１
筆
制
度
は
最
大

で
も
７
割
の
補
償
で
す
が
、
収
入
保
険
制
度
は
積
立
金

ま
で
含
め
れ
ば
８
割
以
上
の
補
償
が
あ
り
ま
す
。

■
病
気
や
ケ
ガ
へ
の
補
償
も
魅
力

今
ま
で
は
自
然
災
害
の
み
で
あ
っ
た
補
償
が
、
高
齢

農
家
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
、
事
故
等
の

災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
が
魅

力
で
す
。

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
制
度
で
期
待
ば
か
り

で
す
が
、
そ
れ
に
充
分
応
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
共
済
と
は
お
付
き
合
い
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、職

員
か
ら
収
入
保
険
の
説
明
を
聞
い
て
、
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

■
出
荷
市
場
の
動
向
へ
も
対
応

最
近
、全
国
的
に
想
定
も
で
き
な
い
よ
う
な
豪
雨
な
ど
、異

常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
で
、
成
育
や
収

穫
等
へ
の
影
響
や
出
荷
市
場
の
動
向
に
不
安
な
時
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
花
の
種
類
の
量
が
だ
ぶ

つ
い
て
し
ま
い
、
生
産
調
整
の
た
め
丹
精
込
め
て
育
て
た
花

を
廃
棄
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

対
策
と
し
て
収
入
保
険
は
良
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

■
新
た
な
挑
戦
へ
の
支
え

特
に
花
き
栽
培
に
は
、
収
入
保
険
の
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
対
応
が
盛
り
込
ま
れ
た
補
償
制
度
が
な
い

た
め
、
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
る
こ
の
保
険
は
安
心
し

て
農
作
業
に
専
念
で
き
る
と
と
も
に
、
新
た
な
品
目
に

挑
戦
し
て
い
く
支
え
に
も
な
り
ま
す
。

■
不
慮
の
病
気
や
け
が
に
も
心
強
い

花
き
栽
培
を
始
め
て
約
40
年
。
昔
は
父
親
ら
家
族
５

人
で
経
営
し
て
い
た
栽
培
も
、今
は
夫
婦
２
人
で
す
。年

齢
的
に
体
調
面
で
何
か
あ
っ
た
と
き
が
心
配
で
し
た
が
、

そ
れ
も
収
入
保
険
で
補
償
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
安
心

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

果樹 430㌃

水稲 12㌶

花き 55.3㌃

収入保険に加入しました

福島市飯坂町

樅
もみ

山
やま

 和
わ

一
いち

郎
ろう

さん（68）

白河市表郷

鈴
すず

木
き

 博
ひろ

之
ゆき

さん（65）

只見町布沢

菅
かん

家
け

 和
かず

義
よし

さん（68）
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ト ピ ッ ク ス

福
島
県
農
林
水
産
航
空
事
業
推
進
協

議
会
（
会
長
＝
佐
瀬
初
彦
福
島
県
農
業

共
済
組
合
長
）
主
催
に
よ
る
第
18
回
福

島
県
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行

技
術
競
技
大
会
が
令
和
元
年
９
月
12
日
、

福
島
市
の
十
六
沼
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
操
縦
技
術
の
向
上
と
安
全
運
行

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

県
内
で
農
薬
散
布
を
実
施
す
る
営
農
組

織
や
防
除
組
織
な
ど
か
ら
16
チ
ー
ム
が

出
場
し
て
操
縦
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

競
技
は
、
水
を
散
布
し
な
が
ら
飛
行

し
、
安
定
度
や
技
術
の
精
度
、
速
度
の

正
確
性
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

♦
最
優
秀
賞

〈
福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
〉

鈴
木
寛
哉
・
伊
藤
稔
浩
チ
ー
ム

（
福
島
県
農
業
共
済
組
合
会
津
支
所
）

♦
優
秀
賞

〈
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
本
部
長
賞
〉

斉
藤
雄
一
・
吉
田
康
正
チ
ー
ム

（
斉
藤
雄
一
）

〈
一
般
社
団
法
人

福
島
県
農
業
会
議
会
長
賞
〉

小
賀
坂
伸
夫
・
三
浦
和
也
チ
ー
ム

（
農
事
組
合
法
人
大
関
水
稲
作
組
合
）

♦
優
良
賞

〈
公
益
社
団
法
人

福
島
県
植
物
防
疫
協
会
長
賞
〉

古
川
知
広
・
斉
藤
幸
司
チ
ー
ム

（
福
島
県
エ
ア
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
協
議
会
）

〈
福
島
県
農
林
水
産
航
空
事
業

推
進
協
議
会
長
賞
〉

本
名
高
弘
・
橋
本
泰
和
チ
ー
ム

（
福
島
県
農
業
共
済
組
合
会
津
支
所
）

　

な
お
、上
位
３
チ
ー
ム
は
、11
月
７
日

に
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第

28
回
全
国
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

飛
行
技
術
競
技
大
会
」
に
福
島
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

第
18
回 

福
島
県
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
技
術
競
技
大
会
開
催

福
島
県
農
林
水
産
航
空
事
業
推
進
協
議
会

選手宣誓をする福島県農業共済組合会津支所の
佐藤翔選手

最優秀賞の鈴木寛哉・伊藤稔浩チーム
（福島県農業共済組合会津支所）

無人ヘリを操縦するオペレーター（写真右）と審査員
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 NOSAI元気通信!

福
島
市
の
「
水
保
地
区
遊
休

農
地
対
策
協
議
会
（
構
成
員
数
12

人
）」
が
、遊
休
農
地
を
集
積
し
保

全
活
動
に
努
め
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
今
年
１
月
に
福
島
市
農
業
賞 

営
農
集
団
部
門
を
受
賞
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
地
区
に
造
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
大
規
模
牧
場
で
利

用
す
る
牧
草
地
を
集
積
す
る
こ
と

を
主
な
目
的
に
、
２
０
１
３
年
に

同
地
区
長
ら
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
し
ま
し
た
。
現
在
は
約
53
㌶
の

農
地
を
集
積
し
て
い
ま
す
。

標
高
７
０
０
㍍
に
位
置
す
る
、
塙

町
の
旧
片
貝
小
学
校
矢
塚
分
校
。

そ
の
校
舎
を
利
用
し
、
平
成
29
年

10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
る
さ
と

カ
フ
ェ
矢
塚
分
校
」
は
、
毎
週
土
・

日
曜
日
の
み
の
営
業
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内

外
か
ら
の
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

玄
関
を
上
が
っ
て
す
ぐ
の
「
旧
職

員
室
」
が
「
カ
フ
ェ
」
に
な
っ
て
お

り
、
手
打
ち
の
う
ど
ん
な
ど
の
食

事
を
ワ
ン
コ
イ
ン
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
常
連
客
の
他
、「
焼
き
た
て
パ

ン
」
を
買
い
に
遠
方
か
ら
訪
ね
る
お

客
様
も
多
数
。
地
元
産
の
新
鮮
な

ト
マ
ト
を
使
用
し
た
「
高
原
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
」も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

会
長
の
後ご

藤と
う

勇ゆ
う

一い
ち

さ
ん
（
66

歳
）
は
、「
地
権
者
が
遠
方
に
い
る

場
合
や
面
識
の
な
い
場
合
も
あ
る

の
で
、
そ
の
方
々
か
ら
同
意
を
い

た
だ
く
の
が
大
変
で
す
」
と
し
つ

つ
も
、「
遊
休
農
地
は
こ
れ
か
ら
も

増
え
て
い
く
の
で
、
ま
だ
ま
だ
集

約
し
た
い
」
と
意
欲
十
分
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

代
表
の
藤ふ

じ

崎さ
き

進し
ん

一い
ちさ

ん
（
58
歳
）

は
、「
ス
タ
ッ
フ
は
カ
フ
ェ
営
業
日
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
、農
繁
期
の
野

菜
の
出
荷
等
を
こ
な
し
て
お
り
、
み

な
さ
ん
の
力
に
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
店
長
の
佐さ

藤と
う

秋あ
き

江え

さ
ん
も
、「
こ
れ
か
ら
も
美

味
し
い
新
鮮
な
野
菜
を
作
り
、お
客

様
に
提
供
し
た
い
」
と
笑
顔
。

う
ど
ん
打
ち
体
験
や
パ
ン
作
り

体
験
も
、
予
約
に
応
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も一度
、
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
る
さ
と
カ
フ
ェ
矢
塚
分
校

　

東
白
川
郡
塙
町
大
字
那
倉
矢
塚
１

　

☎
０
９
０-

３
１
２
５-

３
６
４
４

　

営
業
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

県
北
支
所

白
河
支
所

水
保
地
区
遊
休
農
地
対
策
協
議
会

遊
休
農
地
を
有
効
活
用
し
地
域
貢
献

廃
校
活
用
の「
ふ
る
さ
と
カ
フ
ェ
矢
塚
分
校
」

週
に
２
日
、元
気
に
オ
ー
プ
ン
！

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や地域の身近な話題　　などを、各支所からレポートします！

遊休農地が再生した牧草地

代表の藤崎さん
（２列目右端）と

スタッフのみなさん

黒板にメニューが
書かれています

メニューの一部の
ざるうどん

お店の入口にある
看板

水保地区遊休農地対策協議会
会長の後藤さん
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稲
作
と
養
豚
に
取
り
組
む
喜
多

方
市
の
「
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
塩

川
屋
」
は
、
今
年
６
月
に
直
売
所

「
と
ん
と
ん
野
彩
蔵
」
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
ま
し
た
。
喜
多
方
地
区
や

塩
川
地
区
の
農
家
が
生
産
し
た
野

菜
や
花
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

農
産
物
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
社
生
産
の
米
や
、
エ
ゴ

マ
豚
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ギ
ョ
ー
ザ

な
ど
も
販
売
。
店
長
の
室む

ろ

井い

眞ま

智ち

子こ

さ
ん
は
「
地
域
の
皆
様
に
愛
さ

れ
る
場
所
を
目
指
し
、
新
鮮
で
お

Ｊ
Ｒ
い
わ
き
駅
前
に
あ
る
和
食

居
酒
屋
「
福ふ

く

い
る
」
は
、
平
成
30

年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
塩し

お

井い

大だ
い

輝き

さ
ん
（
32
）、受じ

ゅ

受じ
ゅ

さ
ん
（
29
）

ご
夫
妻
が
営
ん
で
い
ま
す
。

店
名
の
「
福
い
る
」
は
、
来
福

の
福
に
ち
な
み
、
縁
起
の
良
い
福

の
文
字
を
用
い
る
こ
と
で
、「
福
が

こ
こ
に
い
る
」
と
の
想
い
か
ら
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

食
材
は
、
い
わ
き
市
の
農
家

「
フ
ァ
ー
ム
白
石
」
と
契
約
し
て
、

ナ
ス
や
里
芋
な
ど
季
節
に
応
じ
た

採
り
た
て
の
野
菜
を
直
接
仕
入
れ

い
し
さ
一
番
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

直
売
所
の
名
前
の
「
と
ん
と

ん
」
は
、
エ
ゴ
マ
豚
か
ら
名
付
け

ま
し
た
。
豚
に
エ
ゴ
マ
の
種
を
与

え
て
育
て
て
い
て
、
柔
ら
か
く
甘

み
の
あ
る
脂
身
が
評
判
。
α
‐
リ

ノ
レ
ン
酸
の
含
有
量
が
高
く
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
も
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
室
井
店

長
は
、「
エ
ゴ
マ
豚
は
臭
み
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
豚
肉
の
苦
手
な
方
に

も
お
す
す
め
で
す
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

と
ん
と
ん
野
彩
蔵

　

喜
多
方
市
１
丁
目
４
５
４
４-

１

　

☎
０
２
４
１-

２
４-

２
５
２
０

　

営
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

て
い
ま
す
。
店
で
は
、
そ
の
野
菜

や
い
わ
き
市
近
海
で
獲
れ
た
魚
貝

類
を
使
っ
た
料
理
の
ほ
か
、
県
内

産
の
お
酒
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

大
輝
さ
ん
は
「
今
後
は
よ
り
多

く
の
農
家
さ
ん
と
つ
な
が
り
を
持

ち
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
増
や

し
た
い
。
そ
し
て
旬
の
食
材
を
一

番
お
い
し
い
形
で
提
供
し
て
い
き

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

福
い
る

　

い
わ
き
市
平
五
町
目
１
７-

５ 

　

ス
ガ
ノ
ヤ
ビ
ル
１
Ｆ

　

☎
０
２
４
６-

８
８-

１
１
５
４

　

営
業
時
間　

午
後
5
時
～
午
後
11
時

会
津
支
所

い
わ
き
支
所

直
売
所「
と
ん
と
ん
野や

彩さ
い

蔵く
ら

」

オ
ー
プ
ン

地
産
地
消
で「
福
」を

呼
ぶ
和
食
居
酒
屋

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や地域の身近な話題　　などを、各支所からレポートします！

赤い暖簾が目印の店の前で塩井さん夫妻

笑顔で迎えてくれる店長の室井さん

「ファーム白石」の白
しら

石
いし

長
なが

利
とし

さん（38）。「いつも
食材をよだれが出るほど美味しい料理にしてく
れてありがとうございます」と塩井さんへの言葉
をいただきました。（収穫物は「幻のナス」）

会津の商品がたくさん並びます
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家族５人で水稲を中心にネギを生産しています。
就農した息子と相談しながら、ネギの周年出荷を
目標に、若者に魅力ある農業経営を目指していま
す。

異常気象により自然災害が多発している現在、
農業保険制度は私たち農家にとって、とても重要
な制度です。災害にあったとき十分な補償が受け
られるよう期待しています。

農作物損害評価員を兼務しています。昨年、水
稲の干害などの被害確認に同行しました。

異常気象による自然災害が増える現在、NOSAI
の役割は大変重要になっていると思います。また、
中山間地域の農業はクマやイノシシ等による被害
も抱えており、獣害対策についても NOSAI に期
待したいです。

農家において現代の少子高齢化は、より深刻な
問題となっています。耕作放棄地の解消等、解決で
きないことが多々ありますが、そんな中でも地域
貢献ができるような農業を築いていけるよう、頑
張りたいです。

近年、甚大な災害が多発しており、NOSAI には、
農家の財産を守る組織として期待します。理解し
加入しやすい情報提供をお願いします。

震災後８年ぶりに水稲の作付を再開しましたが、
試行錯誤の毎日です。これからは、冬場の農閑期
の有効利用を考え、一年を通して作物を作り、農
業経営を安定させたいと思っています。

近 年、 大 雨 等 の 災 害 が 多 発 し て い ま す が、
NOSAI には、農家のセーフティーネットとしてま
すます役割を果たしてもらいたいです。

魅力ある農業を目標に

ＮＯＳＡＩの役割は重要

地域貢献できる農業を目指す

安定した農業経営を

二本松市　佐
さ

藤
とう

 運
うん

喜
き

さん（54）
NOSAI 部長歴／７年　安達地区

柳津町　角
つの

田
だ

 雅
まさ

雄
お

さん（76）
NOSAI 部長歴／２０年　柳津地区

水稲 20㌃
トマト 20㌃

その他露地野菜 20㌃

水稲400㌃
ネギ８㌃

水稲 140㌃

水稲 29㌃
野菜 20㌃

田村市　助
すけ

川
がわ

 豊
ゆたか

さん（64）
NOSAI 部長歴／２年　船引地区

川内村　志
し

賀
が

 喜
き

代
よ

登
と

さん（72）
NOSAI 部長歴／１６年　川内地区

組合員の皆さんとNOSAIを
つなぐパイプ役としてご活躍
いただいている、NOSAI部長
の皆さんをご紹介します！

安達
支所

会津
支所

郡山田村
支所

双葉
支所
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お
疲
れ
様
で
し
た
！
皆
さ
ん
、
だ
い

ぶ
脳
の
血
流
が
増
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
え
っ
？「
増
え
す
ぎ
て
、血

圧
が
上
が
っ
た
」
で
す
っ
て
？
ち
ょ
っ

と
難
し
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
家
族

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
正
解
す
る
こ
と
よ
り
、
考
え
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
す
か
ら
…
。

【
問
題
の
答
え
は
15
ペ
ー
ジ
へ
】

清明クリニック 佐藤 睦子

第16回

はじめよう！

健康生活認
知
症
の
予
備
軍
と
も
い
う
べ
き
軽

度
認
知
障
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
人
は
、

な
ん
と
４
０
０
万
人
い
る
こ
と
を
前
号

で
お
話
し
ま
し
た
。
認
知
症
に
な
ら
な

い
た
め
に
必
要
な
こ
と
。
そ
れ
は
身
体

の
運
動
と
脳
の
運
動
で
す
。
ど
ち
ら
も

無
理
な
く
、
少
し
づ
つ
で
も
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
、
難
し
い
こ
と
を
考
え
る
よ
り
、

簡
単
な
こ
と
を
繰
り
返
し
考
え
る
方
が

脳
の
血
流
を
良
く
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
面
倒
く
さ
い
と
思
わ
ず
、
以
下

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、皆
さ
ん
！
レ
ッ
ツ
、脳
ト
レ
！

1 さ  か  け  ん  い  つ ■
2 か  ん  ら  ま  め ■
3 ざ  し  や  い  く ■
4 しゃ  ん  ぶ  き  ん  し ■

1 25－７＝●×２ ■
2 ●×６＝71－５ ■
3 49－７＝●×７ ■
4 ６×●＝36－12■

1
●方●方

3
●転●起

2
唯●無●

4
再●再●

1衣装、得した→？ ■
2夏至、探検だ→？ ■
3皿蒸し器、武器→？ ■
4広い海、飛ぶ→？ ■

ひらがな並び替えクイズ。職業は？

計算クイズ。●に入る数は？ 四字熟語クイズ。●に入る数字は？

人名シャッフルクイズ（ダスキンヘルス脳トレ）
例：首位通過か→かつかいしゅう（勝 海舟）

問題1

問題３ 問題２

問題４

■
■

■
■

■
■

■
■

1
3
2

？

さあ、始めよう！
脳トレ！
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からのお知らせ

いつも NOSAI の建物共済、農機具共済にご
加入いただきありがとうございます。今後も継
続加入をよろしくお願いします。

９/１～10/31「秋の農作業安全運動」実施中

コンビニ収納ができます
建物・農機具共済の掛金を口座振替できなかった

場合などは、コンビニエンスストアから振込もでき
ますので最寄りの支所までお問い合わせください。

自
然
災
害
の
備
え
に

「
総
合
共
済
」
を
お
勧
め
し
ま
す

近
年
の
台
風
の
特
徴
は
強
い
勢
力
を

保
っ
た
ま
ま
上
陸
す
る
台
風
や
、西
日
本

か
ら
東
日
本
の
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ

す
超
巨
大
台
風
が
記
録
的
な
暴
風
雨
を

も
た
ら
す
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨

や
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
予
想

の
つ
か
な
い
異
常
気
象
が
日
本
各
地
で

発
生
し
、家
屋
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
出

て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
こ
の
よ
う
な
気
象

災
害
（
自
然
災
害
）
か
ら
家
屋
を
守
る
た

め
「
建
物
総
合
共
済
」
へ
の
加
入
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。

「
収
容
農
産
物
補
償
特
約
」

建
物
総
合
共
済
に
特
約
と
し
て
加
入

す
る
こ
と
で
農
作
業
場
や
納
屋
な
ど
に

一
時
保
管
、ま
た
は
販
売
目
的
で
保
管
し

て
い
る
農
産
物
が
火
災
、風
水
害
な
ど
に

よ
る
損
害
が
補
償
対
象
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
自
然
災
害
へ
の
備

え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

農
機
具
共
済
無
事
故
割
引
・

有
事
故
割
増
料
率
制
度
を

導
入
し
ま
し
た

収
穫
の
秋
を
迎
え
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の

収
穫
作
業
機
の
稼
働
が
盛
ん
な
時
期
で
す
。

農
機
具
共
済
「
の
う
き
く
ん
」
で
は
、総

合
共
済
に
お
い
て
無
事
故
と
有
事
故
の
場

合
の
掛
金
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

ご
加
入
の
農
機
具
が
２
年
連
続
期
間
中
に

無
事
故
で
あ
れ
ば
、
３
年
目
の
契
約
時
に

共
済
掛
金
を
割
引
き
、
災
害
共
済
金
の
支

払
い
が
あ
っ
た
場
合
は
翌
年
の
契
約
時
に

共
済
掛
金
が
割
増
と
な
る
制
度
と
な
り
ま

す
。

加
入
の
農
機
具
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
加
入
の
農
機
具
に
、買
い
替
え
な
ど

機
種
の
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
し
た
ら
、速

や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

加
入
機
種
の
入
れ
替
え
の
連
絡
が
な

い
場
合
、共
済
金
を
支
払
い
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

農
機
具
事
故
に
よ
る
修
理

部
品
の
保
存
を
お
願
い
し
ま
す

共
済
事
故
の
確
認
の
際
、事
故
状
況
の

聞
き
取
り
、
損
害
部
品
、
事
故
原
因
と

な
っ
た
現
物（
異
物
の
巻
き
込
み
を
し
た

も
の
等
）を
確
認
し
ま
す
。
修
理
し
た
部

品
は
確
認
ま
で
保
存
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

修
理
部
品
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、

共
済
金
を
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

落
雷
に
よ
る

家
庭
電
化
製
品
の
損
害
は

家
具
類
の
ご
加
入
が
必
要
で
す

夏
に
多
い
落
雷
に
よ
る
損
害
は「
火
災

共
済
」の
補
償
対
象
で
す
。
こ
れ
は
建
物

及
び
付
属
設
備（
室
外
機
の
あ
る
エ
ア
コ

ン
、
ボ
イ
ラ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
、
換
気
扇

等
）
に
発
生
し
た
損
害
を
補
償
し
ま
す
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
、
電
話
機
、
冷
蔵
庫
、

窓
型
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
レ
ン

ジ
等
は
建
物
と
は
別
に
家
具
類
の
ご
加

入
が
必
要
で
す
。ご
家
族
の
家
具
類
も
大

き
な
財
産
な
の
で
、ご
加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

建
物
共
済

農
機
具
共
済
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からのお知らせ

掛金は安くなるけど、

事故発生を考慮して

加入方式を選択してね！

表２ 廃用事故の分類

家
畜
共
済
事
業
の
死
亡
廃
用
共
済

で
は
、
共
済
事
故
の
補
償
を
限
定
す

る
こ
と
で
共
済
掛
金
の
負
担
額
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
１
日
よ
り
事
故
除
外
に
新
た

な
項
目
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
幅
広
い
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分

の
経
営
に
合
っ
た
加
入
方
式
が
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
表
１

　

な
お
、
廃
用
事
故
に
該
当
す
る
も

の
は
、
各
々
の
条
件
を
満
た
す
場
合

で
す
。
表
２

家
畜
共
済

死
亡
・
廃
用
事
故
の

補
償
に
対
す
る

新
た
な
事
故
除
外

引
受
方
式
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

表１ 共済事故の一部除外（死亡廃用共済）

包括共済
対象家畜 共済事故（支払対象）から除外できるもの

搾乳牛、
育成乳牛

イ　特定事故（※）以外の死亡・廃用事故

ロ　特定事故による廃用以外の廃用

ハ　５号・６号廃用

繁殖用雌牛、
育成・肥育牛

イ　特定事故以外の死亡・廃用事故

ロ　特定事故による廃用以外の廃用

ハ　１号・２号・３号廃用

繁殖用雌馬、
育成・肥育馬 　　特定事故以外の死亡・廃用事故

種豚
イ　特定事故以外の死亡・廃用事故

ロ　１号・２号・３号廃用

（※）特定事故とは、火災、伝染性の疾病、風水害その他気象
上の原因（地震及び噴火を含む）による死廃事故を言います。

NEW

NEW

NEW

区分 廃用の要件

１号 疾病又は不慮の傷害により
死に瀕する場合

２号
不慮の災厄によって救うこ
とのできない状態に陥った
場合

３号
骨折、両眼失明、牛白血病
などにより治癒の見込みの
ない場合

４号 盗難や行方不明の場合

５号
乳牛の雌又は種雄牛・種雄
馬が繁殖能力を消失した
場合

６号 乳牛の雌が、泌乳能力を消
失した場合

７号
出生時において奇形などに
より将来の使用価値がない
ことが明らかな場合

13



からのお知らせ

子
牛
が
無
事
に
生
ま
れ
て
ほ
っ

と
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
皆
さ

ん
は
次
に
子
牛
が
初
乳
を
飲
む
の

を
確
認
す
る
ま
で
気
が
抜
け
ま
せ

ん
。
夜
中
に
分
娩
す
る
と
、本
当
に

大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
す
。
子

牛
は
生
ま
れ
る
前
に
免
疫
を
母
牛

か
ら
も
ら
え
な
い
た
め
、
初
乳
を

飲
む
こ
と
で
初
め
て
免
疫
に
必
要

な
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
６
時
間
以

内
に
飲
む
こ
と
で
良
好
な
吸
収
が

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
け

れ
ど
、「
立
つ
気
配
が
な
い
、
初

乳
を
飲
ん
で
い
る
様
子
が
な
い
。」

こ
の
よ
う
な
子
牛
は
、
新
生
子
虚

弱
症
候
群
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
頻
繁
に
み
ら
れ

る
症
状
が
低
体
温
症
で
す
。

子
牛
の
直
腸
温
は
、
誕
生
時
は

約
39
・
５
℃
、
６
時
間
後
に
は
約

38
・
３
℃
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

初
乳
を
飲
め
な
い
子
牛
は
38
℃
以

下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

重
篤
な
場
合
は
35
℃
以
下
と
瀕
死

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
出
生
子
牛
の
脂
肪
蓄
積

量
は
、
体
重
の
３
～
４
％
で
、
そ
の

脂
肪
を
分
解
し
て
熱
産
生
し
ま
す
。

黒
毛
和
種
子
牛
は
、
こ
の
脂
肪
量

が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
よ
り
約
30
％

少
な
く
、
体
表
面
積
が
体
容
積
比

で
大
き
く
、
熱
の
放
散
が
起
こ
り

や
す
い
た
め
、
寒
さ
に
弱
く
、
早
期

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
り
や
す

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節

は
、
体
温
低
下
が
起
こ
り
や
す
く
、

生
ま
れ
た
子
牛
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
に
陥
り
、
初
乳
を
飲
む
元
気
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
負
の

連
鎖
が
起
こ
り
ま
す
。

特
に
寒
い
季
節
は
、
体
温
の
低

下
が
子
牛
の
状
態
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
分

娩
房
は
乾
燥
し
た
敷
料
を
ふ
か
ふ

か
に
し
て
床
か
ら
の
底
冷
え
を
遮

断
し
、
子
牛
に
直
接
風
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
風
避
け
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
低
体
温

に
な
っ
て
い
る
子
牛
は
、
湯
た
ん

ぽ
を
抱
か
せ
る
、
毛
布
で
く
る

む
、
カ
ー
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
せ

る
、
体
が
濡
れ
て
い
れ
ば
拭
い
て

乾
燥
さ
せ
る
な
ど
、
子
牛
を
温
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
６
時
間
以

内
に
初
乳
が
飲
め
な
い
よ
う
な
時

に
は
、
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
せ
っ
か
く
生
ま
れ
た
子
牛

で
す
。
初
乳
を
飲
む
ま
で
、
是
非

見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
子
牛
が
乳
を
飲
め
な
い
、
立

て
な
い
よ
う
だ
」。
こ
の
よ
う
な

稟り
ん

告こ
く

を
受
け
て
往
診
に
行
く
こ
と

が
度
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
、
そ
の
多
く
は
虚
弱
子
牛
で
す
。

吸
乳
欲
の
減
退
や
起
立
困
難
を
は

じ
め
と
し
た
虚
弱
症
状
を
呈
す
る

子
牛
を
総
称
し
て
子
牛
虚
弱
症
候

群
と
い
い
、
新
生
子
に
発
症
が
認

め
ら
れ
る
も
の
を
新
生
子
虚
弱
症

候
群
と
い
い
ま
す
。
黒
毛
和
種
に

お
け
る
子
牛
虚
弱
症
候
群
の
発
生

率
は
２
～
５
％
と
さ
れ
、
発
症
子

牛
の
死
亡
率
は
20
～
60
％
と
高
く
、

経
済
的
損
失
が
大
き
い
で
す
。
今

回
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
新
生

子
牛
に
注
目
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

生
ま
れ
た
子
牛
、初
乳
は
飲
み
ま
し
た
か
？

寒
い
季
節
は
特
に
注
意
！

白河家畜診療
センター
和田 理恵

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

獣医師が
簡単レクチャー
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からのお知らせ

ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動
展
開
中

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で

は
、
県
内
約
２
２
０
台

の
業
務
用
車
両
に
黄
色

い
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
付
し
、「
ふ
る
さ
と
見

守
り
活
動
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

業
務
活
動
の
中
で
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

地
域
社
会
の
安
全
に
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

⃝

農
業
保
険
事
業
の
説
明

⃝

営
農
技
術
や
資
材
活
用

⃝

暮
ら
し
、
農
産
物
流
通
な
ど

幅
広
い
分
野
を
網
羅
し
た
紙
面
を
通
じ
て
、

農
家
の
営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。  発行日   毎週水曜日（月4回）

  購読料   年間 4,680円

　
農
業
共
済
新
聞
は
、「
農
家
に
学
び
、

農
家
に
返
す
」
を
創
刊
以
来
の
編
集

方
針
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

２か月間無料でお読みいただくこともできます。
この機会にぜひお試しください。

福島県農業共済組合本所 企画情報課

☎ 024-521-2716

『
農
業
共
済
新
聞
』は
営
農
と

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
紙
で
す

令
和
元
年

11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

　 

農
業
共
済
の

　 

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す

農
業
共
済
の
未
実
施
品
目
お

よ
び
未
実
施
方
式
に
つ
い
て
、

意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。
加
入

し
た
い
品
目
や
方
式
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

お問い合わせ

【問題１】
1 けいさつかん（警察官）
2 かめらまん（カメラマン）
3 やくざいし（薬剤師）
4 しんぶんきしゃ（新聞記者）

【問題２】
1 四　八
2 一　二
3 七　八
4 三　四

【問題３】
1 ９
2 １１
3 ６
4 ４

【問題４】
1 しょうとくたいし（聖徳太子）
2 たけだしんげん（武田信玄）
3 むらさきしきぶ（紫式部）
4 いとうひろぶみ（伊藤博文）

11 ページ

「はじめよう！ 健康生活」

脳トレの答え

農業共済新聞「営農技術面版」9月２週号より
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あ
と
が
き

『
収
入
保
険
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
で

は
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
収
入
保
険
に
ご
加
入
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
青
色
申
告
が
必
要
で
す
。
青
色

申
告
で
は
、
最
高
65
万
円
の
所
得
控
除
が
受
け
ら

れ
る
な
ど
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。
白
色
申
告

の
方
は
、
青
色
申
告
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

今号の
表紙

う
ち
の
ご
は
ん
は

美
味
し
さ
日
本
一
！

　

五
穀
豊
穣
を
願
う
民
俗
行
事
「
中
田

の
さ
さ
ら
」で
有
名
な
石
川
町
中
田
地
区
。

遠
藤
幸
男
さ
ん（
70
）・
三
枝
子
さ
ん（
66
）

ご
夫
婦
は
自
然
豊
か
な
同
地
区
で
水
稲

を
60
アール
、栽
培
し
て
い
ま
す
。損
害
評
価

会
委
員
を
20
年
以
上
務
め
た
幸
男
さ
ん

は
、農
業
共
済
を
熟
知
し
た
方
で
も
あ
り

ま
す
。孫
の
隼
斗
く
ん（
７
）と
優
香
ち
ゃ

ん（
５
）は
、そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
お
米
が
大
好
き
。撮

影
当
日
も
、愛
情
た
っ
ぷ
り
の
お
に
ぎ
り

を
食
べ
て
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共

済
組

合
（

N
O

S
A

I福
島

）
〒

960-8031 福
島

市
栄

町
6番

6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA

X. 024-523-1887
http://w

w
w

.fukushim
a-nosainet.jp/

2019.10
1
8
号

りか
ひ

加
か

藤
とう

 祥
ひろ

子
こ

さん（43）
（須賀川市）

五目おこわは大人気

写真上：トマトを収穫する加藤さん

【水稲 450㌃、野菜（ハウス・露地）20㌃】

２
男
１
女
を
育
て
、
下
の
子

が
小
学
校
に
入
学
し
た
こ
と
も

あ
り
、
３
年
前
か
ら
家
業
を
手

伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

田
畑
の
ほ
か
に
年
間
を
通
じ

て
従
事
す
る
の
は
、
義
父
母
が

18
年
前
に
立
ち
上
げ
た
食
品
加

工
所
「
梅
ち
ゃ
ん
の
加
工
所
」

で
す
。
１
３
０
㌃
の
圃
場
で
生

産
し
た
コ
ガ
ネ
モ
チ
を
、
五
目

お
こ
わ
、
し
そ
お
こ
わ
、
赤
飯

に
加
工
し
て
い
ま
す
。
午
前
５

時
か
ら
ふ
か
し
始
め
、
予
約
が

入
る
と
３
時
か
ら
作
業
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ま

に
「
お
い
し
い
」
と
喜
ば
れ
る

と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
お

こ
わ
は
、「
は
た
け
ん
ぼ
」
な
ど

須
賀
川
方
部
の
直
売
所
や
道
の

駅
な
ど
に
出
荷
す
る
ほ
か
、
郵

パ
ッ
ク
で
の
発
送
も
あ
り
ま
す
。

子
育
て
し
な
が
ら
家
族
で
働

け
る
の
が
農
業
の
い
い
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
米
加
工
品
で
地
域
お
こ
し
を

輝く

農業女子
N O G Y O J O S H I

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と
現
金
納
入
の

取
り
扱
い
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共
済
事
業

加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振

替
の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
掛
金
等
を
現
金

で
納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
口
座
振

替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
お
願
い

　
利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県北支所 ☎ 024-544-2711
　保原会館 ☎ 024-572-5733
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す


